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論文審査の要旨

介護負担はうっ状態や睡眠障害、 QOL の低下、心疾患のi濯患率上昇など介護

者に心身の健康障害を及ぼす。前頭葉機能障害は介護負担の予測因子の一つで、

あると報告されていたが、詳細は不明である。そこで、申請者はアルツハイマ

ー型 (AD) 認知症における前頭葉機能と介護負担との関連性を検討した。大学

附属病院精神科あるいは認知症疾患医療センターの診療科を受診した軽度から

中等度の AD 認知症患者 30 名の診療情報より認知症評価に関する測定結果を抽

出し、介護負担に及ぼす影響について検討した。

その結果、 1) 介護負担は前頭葉機能および行動・心理症状、日常生活機能

との問に有意な相関を示した。 2) 前頭葉機能、中でも前頭葉機能検査の下位項

目のうち「葛藤指示」項目が、行動・心理症状および日常生活機能低下となら

んで、介護負担に有意な影響を及ぼすことを示した。 3) 前頭葉機能検査の下位

項目のうち「葛藤指示」項目、介護負担の心理社会的側面に加えて、患者の依

存面に対する負担と有意な相関を示した。「葛藤指示」課題の低下は、患者の被

影響性や模倣行動の允進を反映し、患、者の介護者への依存心の高まりや、つき

まといなどの問題を生じることで介護負担増大に関連する可能性がある。

本研究はAD認知症の前頭葉機能のうち、特に「葛藤指示」課題の低下が介護

負担における心理社会的側面および依存面の予測因子の 1つであることを明ら

かにしたものであり、今後の介護負担軽減を目的とする心理教育などの介入に

貢献する可能性を示唆しており、有意義な研究と評価される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに高齢者の認知機能に

関する研究の進歩に苦干与するところが大きいと認める。
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